
公共交通問題調査特別委員会次第

日 時 平成 22年 5月 31日 (月 )

午後 1時 30分か ら

場 所 第 1･第 2委員会室

【調査項 目】 

(1) 玉山区におけ る生活交通 の実態 と他都市 の地域密着型交通 の現状につい

て 

(2)盛 岡近郊 におけ るタクシーの実情 と地方 自治体への要望 について 

(3) その他



< 参 考 人 略 歴 >

特定非営利活動法人 いわて地域づくり支援センター

わかな ちほ
常務理事 若 菜 千穂 氏

『研究テーマ

農山村地域の生活交通サービスの再構築

■学歴

平成 8年 3月 岩手大学農学部 (林学専攻)卒業


平成 10年 3月 岩手大学大学院農学研究科 (林学専攻)修士課程修了


平成 17年 3月 岩手大学連合農学研究科 (農村計画専攻)博士課程修了


■職歴

平成 10年4月 ～ 平成 14年 5月 株式会社 地域科学研究所


平成 14年 6月 ～ 平成 17年 6月 社団法人 北海道開発技術センター


平成 17年 10月 ～ 現職


■活動実績

帯広市バス活性化基本計画～DRT実証実験 O1-1)I2H7


江別市公共交通のあり方検討 0116)


北上市における生活交通活性化総合プロジェクト調査* 伽17-継続中)


一関市花泉地域における総合交通システムに関する調査 0117)


八戸市公共交通再生プラン策定業務* OI18-)


八戸市バスロケーションシステム導入検討業務* 0118)


八戸市における生活交通活性化総合プロジェクト調査 0118)


*パシフィックコンサルタンツ株式会社のプロジェクト マネージャーとして参加l

いわて地域づくリ支援センター (岩手県花巻市田力9-24)

持続的な地域づくり､朗 嫡保を進めていくための中間支援組織として､啓発､提言､人材育成等の

支援活動を行うNPO法人.

設 立: 2Ki 0月3日 (∝)年9月2 法人認証)CX年1 2 5 0日

代 表 者 : 鹿田 純- (岩手大学農弓緒B教授)､三宅 諭 (岩手大韓 籍β講師)



～"みんなで育てる地域交通"のススメ～

若葉 千穂
特定非営利活動法人 いわて地域づくり支援センタ⊥ 
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今 日の 目次 

1)̀̀地域密着型"が求められている背景
-バス事業と制度･政策の展開

-なぜ､̀み̀んな"が関わらなければいけないのか 

-乗合交通の種類 

2)玉山区の生活交通の現状.～H21調査結果～
一路線バスの実態調査

ノ ー患者輸送バスの実態調査

一住民アンケート調査 

3)玉山区の公共交通の課題と方向性 

4)事例の紹介
一住民との協働､事業者との連携
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1)地域密着型が求められている背景
 

:-

.バス事業と国の政策の展開

':l"1':...1)･適t地 域 密 着 型 T､が 求 め ら れ て い る 背 景

年代区分 バス事業 バスに関する政策

40～S 年代 民間事業者 -安全確保､過当競争規制 

14.40S 年代～H 国､民間事業者 赤字分を国が負担 

14H - 国､民間事業者 規制緩和の波 
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1) :～̀チ地 域 密 着 型 " が 求 め られ て い る 背 景

.最近の流れ ～規制緩和政策の一環で大きな変化～
一 平成14年 ｢道路運送法｣の改正

減反政策
一国の管理による需給調整規制が廃止

みたいなもの
一 平成18年 ｢道路運拳法｣の改正


-乗合バスの要件から｢走時走路線｣が削除


形にも

こだわらない

それじゃあ､ ･･････ト ｢それは､それぞれの
｢公共交通｣ってなに? 地域で決めなさい｣ 

▲ ････●

市町村が主宰する｢地域公共交通会議｣で
みんなが話し合い､合意されたものが 

"公共交通''となる

.なぜ､"みんな''が関わらなければいけないのか?

利用者が ･_ ････r " -､どのくL . --rだれが" ■一らいのサービス''l■ ･◆ LA" - .J
少ない

___ I

を必要と
__

している
_

のか
__

● 
▼

市域も拡大
行政だけで考えるのは限界

｢公平性｣と｢効率性｣-公共サービスの命題●
 
細かな対応が ▼


必要 地域が自分たちのために考え､

監はねて地域づくLJ支捜セお魚戯 蕊幾榔 感故恕盛出漁鼓此 脱法弱冶語感遠望盛





路線バス

コミバス

集合タクシ十

過疎地有償運送 

企画運営主体 事業主体(運転者) 車両 運行方法

バス会社 バス会社 ･(4大型バス他0-50人糞) 走路線運行走時

行政 バス会社 2ヰ型バス-30 . 走時(0 人糞) 走路線運行

行政 タクシー会社 ジャンボセダン 4((〇人人集集)) 多 .樵

NPO - _住民NPO ワ ンンボックス(人集)(人集ト 多 様セダ7 4

t 2)玉山区の生活交通の現状 
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.`̀生活交通〟を捉える
一公共交通- 鉄道

一 自主運行バス(行政目的バス)･･
一個人交通- マイカー(自家用車)

.調査の方法

-･･路線バス､患者輸送バス

生活交通の現状
公共交通に対する意識や意向 

■■ヨ■仙 拙文
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駅 周 辺 の 徒 歩 圏

に お さま る
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.調査方法
一調査員がバスに乗車し､乗客に対して､質問紙を配布し､車内で回収

する｡

一高齢者には､聞き取り調査

■乗降バス停

■目的

t年齢


t性別 他


一調査日

■路線バス-9/7-9

■患者輸送バス･日日/ 9-13 

d l 



2) バ ス の 利 用 実 態 調 査


.利用者の住所

■沼宮内線は､広域路線

■玉山(好摩駅)は玉山区の住民の利用が多い

■玉山(玉山支所)は､盛岡市街の利用が大半 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% ～90% 100%

沼宮内 (n=305)


玉山(好摩駅 )(n=66)


玉山(玉山支所 )(n=35)


平鹿高原 (n=57)


岩泉 (n=103)


掩計 (n=566)


■幽 d£地文

■玉山区 ■盛岡市 口県内 口県外 ■その他 ∫不明

利用者の居住地割合

.玉山線(好摩直通)
一玉山区内の移動が 25% 計

一玉山～盛岡の移動が 33%

計

.沼宮内線
-盛岡市･滝沢村内の利用が 32%

-玉山区～盛岡市､滝沢村が 29%

一岩手町の利用が 32%と､それぞれの市町村をまたぐ利用が多い｡
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豊吉温 蔦 鵠 区 】;- 3華 r :-̂ 葦官.

玉山地区(山谷川目､白沢) 17 ふ

~玉山地区(城内､二子沢､-畑井沢) 
_岩洞地区 6. 1

17

大平地区 16

玉山地区(川又､釘の平､日ノ戸) 15

姫神地区 13


永井沢 元好摩 好摩沢地区総計 2801
 





8つ芋患者 輸 送 バ ス の 実 態 調 査

-不便を感じない人が4分の3を占める


-不便を感じない理由

･｢患者輸送バスがあるから｣


-不便を感じる理由
 
｢患' 者輸送バス以外ない｣｢患者輸送バスの便数や運行日を増やして欲し
い｣

相 27 小
不便
計
を感じない患者輸 バスがあ家族が送送迎し自分回で運垢でてくきるかられるるかからら ～匝l等

1
374211i1 無答 _j

不便を怒じる 患者輸送バスの便数や日数を増やして欲 しい ll
80

小計 42
n=195 不年を7い3感%じな 絵計 そ無回他(答足がない) 5118の 103

㌫L 

I + . . ヽ+ I rXr

■調査の概要
-無作為抽出により､1000人を抽出

-調査票を郵送で配布し､郵送により回収

-調査期間は2009年 12月1日～13日(回収締め切り)



19_tt20代3% 6% 0% 20% 40% 60% 80% 

16-19歳 (n=14) 

20-29歳 (n=28) 

30-39歳 (n=49) 

40-49歳 (n=68) 

50-59歳 (n=103) 

60-69歳 (n=96) 

70歳以上 (n=133)
520.T n-19. 

.回答者 
-70歳以上が最も多いが､30-65歳も半数を占める｡

- 回答率は､60代が最も高い｡ 

.運転免許保有率 -高まる高齢者の免許保有率
一男性は70代以上も半数が免許を持っている

一女性は､60代前半は半数を超える 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 20% 40% 60% 80% 100% 

75% 

---∵
1%/ ー8 

-I-::こ∴ 日 
-■■■■■■■■■■■ ■-

35% 

てpp 55% 

89% 
l

E)持っている ■原付 の み E3持っていない 
303 
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100

.外出の満足度(便利に外出できているか)
一全体では｢できている｣｢概ねできている｣が8-9割を占める｡

-できている理由は｢車を運転できる｣｢車で送迎してもらえる｣ 

0% 20% 40% 60% 
0 20 40 60 80 

QE) 
QE)

7

O〜

01代

02代

30代

代

代 

仙

印 

48

鵬〜LO 
以歳0 

できている

口あまりできていない □できていない 
E) ■おおむねできている

I車を運抵できる ■車で送迎してもらえる

□鉄道駅が近い ､□路線バスの仰ぎ所が近い

4) 住 民 ア ンケ ー ト調 査

.外出の自由度(便利に外出できているか) 
-70代以上はどの目的も8割を下回る｡

一特に｢用事｣や｢趣味や習い事｣が低い 
- 10代は､｢買い物｣｢用事｣が低い｡ 

601 201 601 

E)できている

E)あまりできていない できていない

01 4仇01 01 1001 80t loo201 4仇 8 t 

E]できている qおおむねできている
□あまりできていない E]できていない E)

qおおむねできている 



.できない理由 
-70代以上と 10代では､｢移動手段がない｣ 

- 70代以上では｢体力的につらい｣も 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

■時間がない ■移動手段がない □お金がかかる □体力的につらい ■その他 

4-.) ?ンケ ギ ニ;二住 民 7 ト調 査I .

.外出状況で困っていること･不安なこと 

0% 5% lot 15% 20%25% 30135%40%45%50%

今は運転ができるが､手を運転できなくなったときが
不安

特に困っていることや不安はない

病院や商店が遠く不便

今は家族が送迎してくれているが､送迎してもらえな
くなったときが不安

近くの商店が閉店し不便になった

子供の通学が不便

その他



4) 住 民 ア ンケ - ト̀調 査

.外出で困っていること･不安なことの｢その他｣
一駅へのアクセス

'駅まで遠い､駐車場がない､除雪されていない

一冬期､除雪の問題

'冬の運転は不安､雪道が怖い

一道路､野灯

'街灯がなく､車でも徒歩でも怖い･

■子供の通学路にひとけがなく送迎しなくては不安｡


-商店がない

■何をするにも車が必要｡徒歩で行ける範囲には何もない｡

'大型スーパーが来て近くの商店が次々と閉店し､祖父母が買い物に行け
ない｡

4 ) 住 民 ア ンケ T 卜調 査

. 日常の外出状況で改善して欲しいこと
一全体では､｢まちなか循環バス｣｢患者輸送バスの継続｣が多い

一昔い世代では｢駅までのバス｣が多い

一高齢世代では｢患者輸送バス｣や｢まちなか循環｣が多い 

01 101 20% 30% 401 50% 60% 70% 80% 90% 1001 

10代 (n=14) 

20代 (n=27) 

30代 (n=39) 

40代 (n=58) 

50代 (n=82) 

60-64歳 (n=41) 

65-69歳 (n=38) 

70歳以上 (n=99)

総計 (n=398)

田駅までのバス rバスの増便 E3まちなか循環 口患者バスの継続 r集落に商店 rその他

抑 預配38



'日常の外出で改善して欲しいことの｢その他｣
一鉄道の利便性向上

■運賃が高い


'駅に無料の駐車場が欲しい
 

-タクシー助成が欲しい

■幸を運転できなくなった場合､タクシーなどに使用できるような割引券をだ
してほしい

一集落巡回バスが欲しい 
■,街中でなくバスの通らないところを走る巡回バスがあればいい

■集落を巡回するバスがあればいいと思う｡小さいのでいいので｡

玉 山 区の 生 活 交 通 の 現 状

.地域概況と交通特性
一盛岡の通勤･通学圏 

■I で30分弱､ 30円( ､ 渋民)GR 片道 6 好摩)500円(

■バスで 890円(好摩)､600円(玉山)


｡盛岡生活圏だが､盛岡までは片道 500-900円
 

-3つの異なる生活交通圏

●好摩･渋民日･幹線には鉄道とバスがあるが､公共交通のないエリアも

■玉山･日鉄道駅勢圏外､バスも便数が限られている

■渋民日･集落に病院や買い物施設がほとんどない

一交通不便地域が多く､マイカーが主体･日諦めている

■マイカーを持たない学生は親の送迎､高齢者は患者輸送バス

ー患者輸送バスの大きい役割

■高齢者にとっては､患者輸送バスが生活の足を担う



3)玉山区の公共交通の課題と方向性
 

l 二W

3 )･公 共 交 通 の 課 題 と 方 向 性

.課題
一路線バスと鉄道の連携と役割分担

.駅を広域的な移動手段とするなら､駅と集落をどう結ぶか

+交通空白地問題

一駅に駐車場 ? 自主運行バスの活用? 新たにコミバス?

一路線バスの赤字問題

'今後も利用が減れば､国や県の補助がなくなる可能性がある

'玉山線(好摩直通線)･･･125万-250万円

'玉山線は玉山の利用者が少ない-路線短縮の可能性

一患者輸送バスの問題

'利用目的は限定されているが､病院と買い物を担っており､生活の足

'市内で見たときの地域格差

'運行拡充(増便､運行日拡大)希望

一運行を拡充し､有償化 ?

-スクールバスへの期待

●目の前を走っているのだから､乗せて欲しい

監klわ王桝 ∈は り支撞セお魚恵駈博 減 法濫完成盟は脱 酸耽 4‰ 



.課混解決に向けて取り組むべきこと
一新しい"公共交通"のあり方を模索する必要がある

'これまで､公共交通は事業者主体で採算性を求められてきた

■その結果､従来の"公共交通"が縮小

｡空白域を行政が`̀行政日的"を関した交通サービスを提供 

-"公共交通"から̀ 生̀活(保障)交通"の範囲が拡大

ミi:7
;
+

-公が関与 (支援)すべき生活交通を見極める

■担い手と公共性の視点から

一方法の選択肢を整理し､評価し､計画的に取り組む

■鉄道､路線バス､患者輸送バス､スクールバス

生 活交 通 の 担 い 手 の 視 点

.公共交通手段を生活保障の一部として捉えなおす
一病院や商店､学校などの統廃合や市町村合併

などにより､生活圏が拡大

-バス路線の撤退

.自助､互助､共助､公助の考え方
■社会保障制度の補完性原則

一 日助川 自分や家族でカバー

ー互助･･･隣近所やカバー

一共助- 住民自治組織(町内会､自治会等)でカバー

ー公助- 共助システムに包括されない者やなお解決しえない場合のみに
発動

参考国書 :｢生活支援の地域公共交通｣(2007)秋山･吉田





ll 選択肢 課題公助の対象

1)現状 ○ 一般は利用が限られる -

2)現状の拡充患者輸送 を一般解放･･スクール ババ ススの混乗化 ○○一般の利便性に限界 

3)･現状 +新規導入市街地循環 .集落虐回バス.過疎地有償運送他(走時定路線ババスス､デマンド型交通他) ○○行政の負担増大 

4)路線バス､自主運行バス､-新規路線の一体的運行･車両の共有､スクールバス時間帯外の運行

･駅への連結

玉山地区-盛岡を結ぶ (路線廃止前提)･･普段使いできる運賃の設定

○○部署をまたぐ全庁的なプロジェクトチームによ
る検討と､事業者との

連携が必要

一曲 _.

Jl-ち 

4)事例の紹介
～住民が運営に参加する事例､住民と行政の協働の事例～

事例①住民の運営協議会による運行事例

～宮城県仙台市太白区坪沼乗含タクシー-

事例②全市的な取り組み事例
～宮城県石巻市-

事例③集落カーでの運行事例



事 例 ① 工 住 民 の運 営 協 議 会 に よ る 運 営

.坪沼乗合タクシー
一地区の人口は833人､高齢化率27%

一平成18年4月まで民間バス事業者がバスを運行

一平成18年5月から坪沼乗合タクシーが運行

事 例 (9..住 民 の 運 営 協 議 会 に よ る 運 営

.経緯
｢平成17年 1月 民間バス事業者きり路線廃止の意向表明

一平成17年4月 路線を市内に短縮し､減便のうえ運行継続

一平成17年 12月 再度､路線廃止が表明される

一平成18年 1月 坪沼地区4町内会へ説明会を開催

バス路線に代わる交通への取り組みを提案

一平成18年2月 坪沼乗合タクシー運営協議会設立

一平成18年5月 坪沼乗合タクシー運行開始



.運行方法
一 定時定路線運行日･利用者の利便性を重視(一部デマンドあり)

- ジャンボタクシーを採用日･細かい道路も運行できる

- 平日12本､土曜日5本

一 走行距離は16.8km

一 利用目的に応じたこまめなルート､ダイヤ設定

■朝1便目 -通勤･通学快速

■朝2､3便目-中学生循環
 

'4便目以降-循環線
 .
一 運賃は350円- 路線バスのときよりは高め
 

- 1日34人 - 予想は50-80人


■乗合率は1.8人

事 例 ① ∴ 住 民 の 運 営 協 議 会 に よ る 運 営

.運営方法
- 毎月の運営協議会･･･住民､事業者､市

■バスはなかなか路線やダイヤを変えられない｡

■乗合タクシーでは､利用状況を見て､対策を練る


- それぞれの役割

■地域-運営の主体､利用者のまとめ役

p市-運営協議会の支援､全般的なサポート


ー 全世帯が会員

■会見登録料は1世帯 1500円

■運営協誰会がとりまとめた｡基金として積み立て(39万円)｡

.収支状況
一 経費 720万円

一 運賃収入 440万円 日りJ､中学生のパス賃補助含む

-積立金 30万円

一 市補助金 250万円 ･日路線バス運行にかかっていた費



事 例 ① 蔑､住 民 の 運 営 協 議 会 に よ る 運 営

.地域が運営主体となるということ
一地区内の人口が少なく､単純な利用者増加は望めない

一住民の生活にこまめに合わせた運行方法

一住民に交通行動の変化を促すように､協議会と行政が協力する

■例 :昨年､地区のお祭りにあわせて 1ケ月間､利用者に抽選券を配布

.行政としての課題
坪沼をモデルとして､他地区にも広げたい

一適切な支援のあり方､サポート範囲の明確化

事 例 ② 全 市 的 な 取 り_組 み

.宮城県石巻市の場合

一平成 17年4月1日に 1市6町合併､人口 17万人


一平成 18年度｢石巻市総合交通計画｣策定


.公共交通の考え方

一幹線交通


■各町と石巻市中心を結ぶ路線-市が補助を出して維持する｡

'国や県の補助を受けられなくなれば､｢住民バス･タクシー｣も

一民間バス事美音による自主運行路線 3路線

一廃止申出路線 8路線 

-エリア内の公共交通 ｢住民バス･タクシー｣

J各町内の移動-市民が中心となる運行協議会を市が支援する｡

■週 2回､1日1往復がミニマム水準 -市が負担するもの｡これ以上運行頻

度を高めるには､住民から協力金を得て行う｡

一二 E J 雷いね詔肋 k L支捜せ地



.エリア内の公共交通 ｢住民バス･タクシー｣
一住民主体で運営協議会を設置

一運行･運営方法を決定

一運営協議会がバスやタクシー

事業者に運行を委託

一 各総合支所が事務局


一行政は､事務的､専門的


サポート


事例② 全 市 的 な 取 り ■組 み

.稲井地区 ｢いない号｣
一典型的な農村･日水田の周囲に集落 

- 1周45km､病院まで25km

一 人口6000人､高齢化率26% 

- 18行政区

一 平成9年 民間バス廃止-廃止代替バス(21条)

一 平成15年 廃止の打診一住民アンケ⊥ト調査

一 平成16年 廃止代替バスの廃止､運営協議会設立

一支出 運行委託費 0401,0千円

一収入 運賃収入 ,0千円670

協議会負担金 100 ･･･ 区､,0千円 行政′ 世帯協賛金

市補助金 270,0千円

F･56℡ 
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.経緯
一平成3年 外出支援事業をボランティア団体(通称｢福祉むら｣)が開始

<自家用車を使用した移送サービス(方法A
一平成6年 社会福祉協議会に委託開始

)>


<車両貸出方式に変更(方法B
-平成11年 有償運行に移行

)>


一平成13年 高齢者以外に､一般の人も利用可能になった 
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事例 ③ ∴集 落 カ ーで の送迎 'I∴:.
 圭一ミ ∴圭

.方法A)マイカーでの移送サービス
■自家用車を利用

.運賃は無料､謝金は協議会から

.方法B)集落カーでの移送サービス
■行政が購入し､集落に無償貸与

.運膏は有料

一社会協嫌会が取りまとめ役

恕aaわ細 く抄支捜セン



事 例 ③ ~･集 落 カ ナ で の 送 迎

.概要
一利用できる人は､75歳以上の高齢者と自家用車での移送が困難な世

帯､町長が認めた者

一会員制を採用(会費は入会時に 1000円のみ)

一利用料は､30分500円(町内であれば､概ね 500円)

一利用回数は､月に1 -2回に制限

一車両は､町が県の補助事業を活用して購入し､｢福祉むら｣に貸与(痩

の4WDが5台､乗用車1台)


-8地区中､ 6地区で実施｡登録会見1 70名､ドライバー6 7名


.運行体制
一町から社協に､事業に関する事務処理を委託

一運転業務および運行調整は各地区の｢福祉むら｣に依頼

一各地区では､福祉担当の人が予約受付け､配車調整を担う

-町から社協への年間委託料は 230万円

ま とめ

.採算性が低い地域では､生活を保陣する親点からの交通
サービスが必要

.しかし､公助ありきでなく､共助との関係性の整理が必要( -
住民の参画や協働が必須)

.住民と協働するための条件整備が必要
一地域づくり(住民による意思決定体制､実行体制の強化)も

一協働プロセスの明確化

一市の支援方法(金額)の明示

純紗 6‰ 



｢

.八戸市､北上市の場合
-プロセス 1 発意段階

■情報提供､課題の共有


⊥プロセス 2 必要性の議論段階

■地域にとって公共交通の必要性についての意見集約

I圏域の詩論


-プロセス 3 事業検討段階

■地域づくりと連携した検討体制の整備

'運行計画の検討(便数､ルート､方法等)､収支分析､予算計画

補足資料


乗合タクシー(デマンド型交通)
過疎地有償運送



謹厳-小一

.予約に応じて経路や運行時刻を変 ▼､. +～ .えて運行する方法-
-予約が無けれぱ走らない ⇒ 無駄走りをなくす

-乗降場所を増やせる ⇒ 自宅まで送迎できる

全国的にも導入事例カタクシー事業者でも運行できる..必ずしも成功している一車両を小さくできる ⇒とは限らない†増えている
-利用者の多くが高齢のため､新しい方法になじむのに時.間がかかる

-そもそも利用者が少ない 日.お年寄りの方がひとり亡くなると-

-柔軟性が高いのが利点 -随時､利用者の立場から改善を重ねる必
要がある.. 

∴利用者簸た頼でない ~二 .: ,:∴ p号十タに基づき1それぞれわ㍉I --

■rlなうそく :? L.*難め体軸 埠 苧予三= を二㌔... =p

.-■
許. iIン-..--ト.一一,:;⊥穿L -A1ふ::tヾ ど即･付3.LL 二､ 幸1L 1: .;
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軽路.乗降場所

路線バス 同定

シjTJLプ ット 同定

施設送迎タイプ 非国定方向性

時卿

国定

国定待間帯のみ示す

国定待間帯

自宅までのお迎え

なし

なし

あり

タクシー l共33㍍ 1,l■ のみ示す謡 ; . 0 非国定 のみ示す



経路 .1乗降場所 時刻 自宅事でのお迎え 適 性

'路線バス Bl走 固定 なし

タイム 国定 固定待間帯のみ示す なし 住宅が主要道路沿いにある地域○慣れにより､利用しやすい×外で待つので､デマンド制限

タイプB 非固定方向■性

のみ示す

同定時間帯

のみ示す

あり 住宅が分散している地域集落から目的地が野放しているところ
○自宅で待つので､時間に柔軟

タイプd 非同定 非固定 ･あり 住宅と目的地 混在している地域○利用に自由がが利く×記+作業が手間

一触 由

ヽ ヽ & fh 
S 

1-pはじまり
-そもそも､自家用車 (白ナンバー)での有料の輸送は禁止

- しかし､バスやタクシーがない地域がある､行政もお金がない

‡. 

-現実として､相互扶助的に送迎し､謝礼のやりとりも.■概要
-平成18年 10月道路運送法の改正によL人 制度化

- -般の住民が､マイカ丁で送迎し､対価を得ることができる.I軍票 慧 慧 誤 ること El芸..丁 市町村主催の運営協議会での合意 .逮

一事業主体はNPO等の法人

壷輸 触 りま 捜 七政 党繁 A, 



.基本的な運行方法 ､

芦､. v轄★ ン繋 こ…1〉ド一V 管= そ,~. h 

屯 申..Ti ①予約 ､㌻態S: p サ一

④支払い ②連絡.依頼 

』-③輸送サーi ビス i.ミ_ノ三号塵ち-7+一r翳.-事 な:8

■ +▲ + i∴ --

Lさ

.運行のねらい 

徳島県上勝町

岐■県飛騨市

愛知県量牧村

茨城県常睦大田市

岡山県岡山市

長野県塩尻市 

土･1- ;一∴ー- 距離制

- 『 均一甲J二 
NPO 個人､村

ゾーン制

商 工套 個人､商工会
 

社 ~∴ 壌 ヰ 穣 彰 つ 二
- 車 1

BE触制

距離制(路線バス)

社会福祉協謙会 個人 -

群馬県桐生市 NPO 個人､NPO 距離制

I 市町村 事業主体 車両所有 運賃榎も3わ て地叫dくり支捜 セシ勿筋 慧冶湖 脚 盛蜘 筑紫脚 監脚 慕.淵 恕Jx 濫
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